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日本運動生理学雑誌

第5巻第2号 153-161， 1998 

漸減負荷運動における漸減率の低下が

過剰酸素摂取量におよぽす影響

堀内雅弘・矢野徳郎

Effect of Decreasing凶ratein Decremental-Load Exercise on Excess Oxygen Up包ke

Masahiro HuRIUCH and Tokuo Y ANu 

Summary 

The p山下oseof this study was to investigate the effect of decreasing rate during 
decremental-Ioad巴xerciseon excess oxygen uptake (VU2excess). Six healthy male 

college students participated in this experiment. They carried out an incremental-Ioad 

exercise and three kinds of decremental・load exercise on a cycle ergometer. 

Incremental-Ioad exercise was used to determine the maximal work rate and peak 

oxygen uptake (peak VU2). Then， they carried out three decremental岨loadexercises 

starting企oma work rate at 90% peak VU2 determined by the incremental梯load

exercise. The decreasing rates of these exercises were as follows; 30 watts/min 

(30wEx)， 20 watts/min (20wEx) and 10 watts/min (10wEx). In 30wEx， blood lactate 
accumulation (LA) was abruptly increased immediately after onset of exercise and 

thεreafter showed a constant value throughout the exercise test. Un the contrast， in 

lOwEx， LA gradually d巴creasedafter an abrupt increase at the onset of the exercise. VU2 

in lOwEx was signi:ficantly higher at higher work rates but was lower at lower work 

rates than in 30wEx. The difference of VU2 between decremental-and incremental-Ioad 

exercises (VU2excess) was signi:ficantly related to LlLA measured as the di妊'erenceof 

LA between rest and exercise in lOwEx (r=0.731， p<O.OOl) and ZOwEx (r=0.49Z， p< 

0.05) whereas this relationship was no signi五cantin 30wEx (r = 0.159， nふ).

From these results， it seems that the relationship betw巴enVU2excess andムLAis 
closer with lower decreasing rate of decremental-Ioad exercise. Furthermore， 

decremental-Ioad exercise of lower decreasing rate seemed to be appropriate work-Ioad 

method for assessing the relationship between lactate accumulation and excess oxygen 

uptake. 

Key words: slow component， U2debt， VU2excess， blood lactate 

し緒言

一定負荷運動時の酸素摂取量 (V02) は，運動罪者

始後，約2-3分まで上昇し，その後運動強度が比較的

低いときには定常状態を示す杭運動強度が高いときに

は緩やかに上昇し続ける。このためにこの緩やかな上

昇を特にSlowcomponentと呼んでいる2-4，13-15，20)。
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一般にSlowcomponent は，一定負荷運動開始後3

分自以降を示すとされているZ-4，13-15， ZO)。つまり，

運動強度が高いときには3分自以降のVOzが，負荷

量から予測される値よりも高い値を示すことにな

る13-15)。このSlowcomponentの成因についてこれ

まで報告されている研究では，乳酸が原国であると

いう説14-16)と乳酸は宜接的な原因ではないという

説4，IZ)が混在しており，この点に関して一致した見

解は得られていないと思われる。

一方， i新減負荷運動時のVOzは，運動開始後急激

に上昇し，その後負荷強度の減少に伴い漸次的に低

下していく。しかしながら，この時のVOzは漸増負

荷運動時のVOzと負荷量との関係から予測される値

よりも高いので
ι10，19) この高い部分に相当する

VOz'a::過剰酸素摂取量 (VOzexcess) と定義するこ

とができる。またこのVOzexcessは，漸減運動の初

期に生じた非乳酸性の負債や乳酸性の負債の返却に

関わって生じていることが示唆されている6)。

このように，高強度の一定負荷運動におけるVOz

のSlowcomponentと漸減負荷運動時のVOzexcess

は，負荷量から予測される値よりも高い値を示すと

いう点では同じであるため，両者の間に関連性と共

通の成田があることが予測される。すなわち，漸減

負荷運動の漸減率をi新あ緩やかにしていき， 1斬減率

がゼロの時が一定負荷運動であると考えると，一定

負荷運動時の Slowcomponentと漸減負荷運動の

VOz excessとの関連を検討できると考える。
そこ

で本実験では，一定負荷運動時の Slowcmoponent 

の成因を推定する基礎データを得るために，漸減負

荷運動時の漸減率の低下がVOzexc巴ssにいかなる影

響をおよぼすかを検討することを目的とした。

1I.方法

A.被検者

被検者はB常定期的には運動を行っていない，健

康な男子大学生1名および、大学院生5名の計6名を

用いた。実験に先立ち，全ての被検者に実験の主

旨，内容および危険性について説明をし，参与験参加

の同意を得た。被検者の年令は26.0土1.9才 (mean

土SD，以下同様)であり，身長は170.0土5.3cmであ

り，体重は62.9土4.3kgであった。

B.負荷方法

全ての運動負荷テストには自転車エルゴメーター

(Combi社製)を用いた。実験は初白に漸増負荷逮

動を行い，その後，中一日以上間隔を空け一週間以

内に三種類の漸減負荷運動を行った。三種類のi新減

負荷運動の順序はランダムとした。各個人に対する

実験は 1日につき 1回とし，また 2日続きで実験を

行うことはしなかった。全ての実験は各偲人に対し

て2週間以内に完了した。

図1の実験プロトコールに示すように漸増負荷

運動は， 5分間の安静を保った後 Owattの負荷

で4分間運動を行い，その後は15watts/min漸増の

ランフ。負荷をペダルの回転数が50rpmに維持できな

くなるまで行った。

漸j成負荷運動は5分間の安静を保った後， 0 watt 

の負荷で4分間運動を行い，その後は漸増負荷運動

で得られたVOzの最大値 (peakVOZ) の90%に相

当する負荷強度より運動を開始し，毎分30watts，

20wattsおよび、10wattsずつ負荷を漸減させ， 0 watt 

まで運動を行った。その後の回復時にowatt負荷

で各々15分間 (30watts漸減時)， 10分間 (20watts

漸減時)および5分間 (10watts漸減持)運動を

行った。

i新滅負荷運動開始時の90%peakVOzに相当する

仕事量 (workrate) は次のように求めた。まず，

i斬増負荷運動時のVOzをworkrateに対してプロッ

トし，運動初期や終期を除いた直線区間で回帰直線

を求めた。そしてその回帰直線、に目的のVOz(90% 

peak VOzに相当)を代入することによって work

rateを求めた。

C.測定
呼気ガスは医用ガス分析器(ミナト医科学社製;

Aeromonitor AE-280S)を用いて，駿素摂取量 (VOz)，

二酸化炭素排出量 (VCOz)，呼気ガス交換比

(RER) および毎分換気量 (VE) を Breath-by

Breath法により測定し，得られたデータを15秒毎

に算出した。呼気ガス分析器の較正は，標準ガスに

より測定前に行った。

心拍数 (HeartRat巴;以下狂R) は，ハートレイ

トモニター (POLAR社製;V ANT AGE XL)を用い

て測定した。

血液中の乳酸濃度 (LA) は指先より微量 (25

μe)の血液をキャピラリーを用いて採取し，直ち

にLactateAnalyzer (YSI社製;YSI 1500sport)に

より分析することによって求めた。採血は， i新増負

- 154-



il 

90% 
Exhaustion 

owa投:4min
Rest:5min 

90， 5min 4min 
9co， 
9E 
LA 

' 
15min 4min 5min -

15' . 10' . 5' • E -r • R • 

Owatt: 4.min 
R田 tニ5min

5min 

g • R • 

5min • 4min 
ヨ・・

IOmin 4min 宮
臼

・v
k
h
u

5' • 19' • 14' • 
Fig. 1. Protocol of the experiment. ILE; incremental-Ioad exercise. V02; 

oxygen uptake， VC02; carbon dIoxIde output， VE; ventilation， 90%; a 

work rate at 90% peak V02， 30w; decremental-Ioad exercise of 30 

watts/min， 20w; decremental-Ioad exercise of 20 watts/min， 10w; dec-

remental-Ioad exercise of 10 watts/min， LA; blood lactate accumula岨

tion， R; rest. 

F • E • y • R -10' • 5' • F • E • y • R -

lIT.結果

漸増負荷運動待の peakV02は2.69土0.14e1minで

あり，運動終了時の負荷強度は240土12.2wattsで

あった。漸増負荷運動における安静時および運動終

了後 5分自の LAはそれぞれ， 0.80土0.20mmolleお

よび8.58土1.37mmolleであった。

図2上段に代表的な被検者1名のi斬減負荷運動時

における LAの経時的変化を示した。 30watts漸減

時における LAは，運動時では3分自の値も 6分自

の値も向じような債を示した。運動時の LAがピー

ク値を迎えた時間は3名の被検者が3分自であり，

3名の被検者が6分自であった。 20およびlOwatts

漸減時における LAは，運動時では運動開始後急激

に増加し， 6分自でピーク値を迎えその後は低下し

た。この傾向は全被検者について同様であった。各

負荷間の安静時，運動時および回復時の LAの平均

値および標準備差を表1に示した。

図2下段に代表的な被検者1名(被検者は図2上

段と同一)の各漸減負荷運動時における LAを負荷

量に対して示した(負荷量に対してプロットしてあ

荷運動においては安静時および運動終了後 5分自

に， 30watts 漸減時においては安静時，運動開始後

3分呂， 6分自，運動終了後5分自， 10分白および

15分呂に， 20watts i斬滅時においては安静時，運動

開始後3分自 6分自 9分自，運動終了後5分自

および10分自に， lOwatts漸減時においては安静

時，運動開始後3分13，6分自， 9分自， 14分自，

19分自および運動終了後5分自に行った。

D.統計

i新増負荷運動持の workrateとV02との関係を 1

次の回帰式で、直線近似を行った。 i新増負荷運動時の

work rateとV02との関係および三種類の漸減負荷

運動における LAとV02excessとの棺関は Pearson

の相関係数を用いた。三種類の漸減負荷運動テスト

問の各変量の有意差検定は，分散分析により行い，

下位検定には Turkey法7)を用いた。この検定の有

意水準は 5%， 1 %および0.1%とした。
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るので時間の流れは右から左へと進行している)。

30watts 漸減時における LAは，負荷量の減少とと

もにLAが低下した被検者が3名であり，増加した

被検者が3名であった。 20および、lOwatts漸減時に

おける LAは，運動開始後急激に増加し，その後は

負荷量の減少とともに低下した。この傾向は全被検

者について同様であった。被検者により負荷量が異

なるために有意差検定は行わなかった。

図3上段に代表的な被検者l名(被検者は閤 2上

段と同一)の各漸減負荷運動時におけるVOzの経時

的変化を示した。 30wattsi新滅持におけるすOzは運

動開始後急激に上昇し，約 1-2分自でピークイ直を

迎えその後低下を始めた。 20watts漸減時における

VOzは運動開始後急激に上昇し，約 2分自でピーク

値を迎えその後低下を始めた。 10watts漸減時にお

けるVOzは運動開始f免急激に上昇し，約4-5分自で

ピーク値を迎えその後低下を始めた。各i新i成負荷運動

時のすO2のピークイ直は30wattsi新滅時では2.16土

0.22 eJmin， 20watts ji新減時では2.13::!::0.17eJmin， 

10watts i新減持では2.34土0.25Uminであり，負荷

方法によるVOzのピーク値が異なることが認められ

た。さらにこのピーク値の差を比較検討したとこ

ろ，10watts漸減時の値が30および、20wattsi新i成時

の値より有意に高い値を示した(それぞれp<0.05)。

図3下段に代表的な被検者1名(被検者は国2上

段と同一)の各漸減負荷運動時およびi斬増負荷運動

時におけるVOzを負荷量に対して示した(負荷量に

対してプロットしてあるので漸減負荷運動における

時間の流れは右から左へと進行している)。高負荷

時におけるVOzは漸増負荷運動時の値が高い値を示

していた。その後はi新減負荷運動時のVOzがi新増負

荷運動時の値より終始高い値を示していた。また，

各漸減負荷運動問のVOzをみると高負荷時において

はlOwattsi斬減時のVOzが30およぴ、20wattsi新滅時

のVOzより高い億を示す傾向にあった。一方，
低負

荷時においてはlOwatts漸減時のVOzが30および

20watts 漸減時のVOzより低い値を示す傾向にあっ

た。次に各負荷時のVOzの差を15wattsごとに比較

検討した。これは漸増負荷運動時の負荷量増加量が

15watts/minであるので， i新増負荷運動時のVOzと

i新i成負荷運動時のVOzを比較しやすくするためであ

る。ただし，1新滅負荷運動の運動向始待の負荷量が

個人関で異なるため15wattsごとのデータが得られ

ない時は，その前後のVOzの平均値を15wattsの

データとして採用した。その結果，負荷量がowatt 

から90wa伐sまでは30および三Owattsi斬滅時の値が

10watts i'帆成時の値より有意に高く， 165wattsから

195wattsまではlOwatts 斬滅持の値が30および

20watts i'斬滅時の値より有意に高かった(それぞれ

p<0.05， p<0.01およびp<0.001)。
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Table 1. Comparison of blood lactate accumulation (mmol/ fl) during three 

kinds of decremental-Ioad exercise 

Rest Exercise Recovery 

3min 6min 9min 14min 19min 5min 10min 15min 

30w 0.76土0.14 4.44:f:0.96 4.59土0.75 2.99:f:0.66 2.81土0.75 2.21土0.51

20w 0.69土0.10 4.28土0.68 4.98土0.74 4.43土0.96 2.87土0.72 2.37土0.62

10w 0.77土0.16 4.82土1.10 6.29:f: 1.41 5.61土O司85 4.46:I: 0.91 2.94土0.56 1.84土0.29

Values are means:f:SD. 30w: decremental-load exercise of 30 watts/min， 20w: decremental-load exercise of 20 

watts/min. 10w: decremental-load exercise of 10 watts/min， Blood lactates were obtained at rest; 3min， 6min， 9min， 
14min and 19min during exercise; at 5min， 10min and 15min during recovery. 

各漸減負荷運動時と安苦手時の LAの差(ムLA)

を横軸にとり， LAを測定した時点で、のVOzとその

同一負荷量で、の漸増負荷運動時のVOzの差 (VOzex-

cess) を縦軸にとった図を各漸減負街運動ごとに示

した(図 4)0 30watts漸減時(図 4上段)におい

てはt.LAとすOz位 cessとの間に有意な相関関係は

認められなかったが (r=0.159，n.s.， y= 14.8x十

452)， 20 (図 4中段)および、lOwatts(図 4下段)

漸減時においてはムLAとVOz巴xcessとの問にそれ

ぞれ有意な相関関係が認められた(それぞれ r=

0.492， p<0.05， y=77.8x+86.2，およびr=0.731，

p<O.OOl， y=70.2x十42.8)。また， t. LA カ~4 mmol! e 
の時の回帰直線から求めたすOzexcessは， 20watts 

漸減時で、約400meで、あり， lOwatts 漸減時で約300me

であった。

Y.考察
漸減負荷運動時の漸減率の低下がLAおよびVOz

excessにいかなる影響をおよぼすか検討した。 VOz

巴xcessは同ーの負荷上の漸増負荷運動時と漸減負荷

運動時のVOzとの差とした。その結果，漸減量が一

番高い30watts漸減時では， LAの蓄積量とVOzex

cessとの間には有意な関係が認められなかった。こ

の負荷時の LAは運動開始後一旦上昇したが，その

後は変化しなかった。また，漸減量が一番緩い

lOwatts 漸減時では， LAの蓄積量と VOzexcessと

の間には有意な相関潟係が認められた。この負荷時

のLAは運動開始後上昇し， 6分自でピーク値を迎

えた。その後は時間の経過と共に低下していた。さ

らに三種類の漸減負荷運動時のVOzを各負荷強度で

比較検討したところ，高い負荷においてはlOwatts

漸減時が有意に高い値を示しており，低い負荷にお

いては有意に低い値を示していた。

いかなる強度の運動であれ，その初期には酸素不

足(Ozdeficit)が生じることは古くから報告されて

いる九またこの酸素不足は，運動後の回復時に酸

素負債 (Ozdebt) として返却されること，およびこ

の返却は運動強度が比較的高いときには乳酸に関係

しない成分 (alacticOzdebt) と乳酸に関係する成

分(IacticOzdebt) の2つに分けられることも知ら

れている9)。さらに Asmussen(1965) は，酸素負

債は運動強度が一定あるいは漸増される運動中には

返却されないが，運動強度を低下させると負債の一

部が返却されることを報告している。本実験で用い

たi新滅負荷運動は90%peakVOz負荷強度から運動

を開始しているので，運動初期から酸素不足が生じ

ていると考えられる。また，i新減負荷運動を回復運

動の負荷が多段階に与えられた場合であると考える

と漸減負荷運動の中・後半に Ozdeficitが返却され

ていると考えられる。漸減運動初期に生じた

Ozdeficitが返却されていれば，その分だけ Oz白bt

が生じることが予測される。この Ozdebtを算出す

るためには，それを求めるための基準値を規定する

必要がある。本研究では，前にも述べたように漸増

負荷運動時のVOzを基準値とし，i斬減負荷運動時と

j斬増負荷運動時のVOzとの差で求め，これをVOz
excessとした。これは，多くの研究者札11.15.19)が，

負荷強度が 1watt増加するごとにVOzが約10me増

加すると報告しているように， i新増負荷運動時の

VOzが負荷量のみに依存しているからである。実

際，本研究において算出した漸増負荷運動時のVOz

とworkrateとの間の相関係数は，全被検者の平均

値で r=0.994とほぼ藍縁関係を示していた。ただ

い本研究においてVOzexcess算出のための基準値

として定めた漸増負荷運動時のVOzは，運動初期の

立ち上がりの遅れがあるために，酸素負債を生じて
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Relationship between blood lactate 

accumulation (I:J. LA) and excess 

oxygen uptake (V02excess) during 

decremental-Ioad exercise of 30 

watts/min (r=0.159， n.s.， y=14.8x+ 

452， n=12; upper panel) ， 20 

watts/min (r=0.492， pく0.05，y= 

77.8x+86.2， n=18; middle panel) 

and 10 watts/min (r=0.731， p 

く0.001，y=70.2x+42.8， n=30; lower 

panel). I:J. LA; the difference of 

blood lactate between rest and 

exercise， V02excess; the dif-

ference of oxygen uptake between 

decremental-and incre-mental-Ioad 

exerclses. 

Fig.4. Fig. 3. Kinetics of oxygen uptake (V02) 

corresponding to the time course 

during decremental-Ioad exercise 

of 30 wa抗s/min (0)， 20 watts/min 

(・)and 10 wa技s/min(ム) (upper 

panel) and oxygen uptake (V02) 

to work rate during incremental-

(0) and decremental-Ioad exer-

cise of 30 watts/min ・)， 20 

watts/min (ム) and 10 watts/min 

(企)(Jower panel) for a single sub-

ject ① end of exercise of 30 

watts/min，②; end of exercise of 20 

watts/min，③; end of exercise of 10 

watts/min 
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いる程需要量より少なくなるので18，ZI) 本実験にお

いて算出したVOzexcessはOzdebtに近似的な値に

なることが想定される。

このようにVOzexcessはOzdebtに関係している

と考えられたので，次にこのV02exc巴ssを02debt

と同様に alacticとlactic02debtに分けて検討した

し苫。

30watts 漸減時では LAが減少を示さなかったの

で， VOZ巴xcessの成分は乳酸性負債に強く関係して

いるとは考えにくい。実際， LAの減少は安静回復

時では30-40分と時間がかかり，本負荷時のような

6-8分の負荷時間では，その回復は少ないのであ

ろう。ただし，本実験で測定した LAは血液中の乳

酸濃度であるため時間的な因子を考慮する必要があ

る。すなわち，一般に筋中で生じた乳酸が血液中へ

拡散してくるには 3-5分間要することが知られて

いる。 30watts漸減時で測定した LAは，運動開始

後3分自および6分自であるため，筋中では運動開

始直後および運動開始後 1-3分自付近の値を反映

していると考えられる。このため30watts漸減時の

とりわけ運動後半の乳酸動態を反映しているとは考

えにくい。しかしながら，本実験では運動後の回復

時 5分Bにも LAを測定してるのでこの値から

30watts 漸減時の乳酸動態をある程度推測すること

が可能と考えられる。 30watts漸減時の回復時5分

自の LAは平均で2.99土0.66mmol!eであった。前述
の拡散時間を考慮すると，この時の億は運動終了直

前もしくは運動終了後2分自付近であったことが予

減できる。仮にこの値が運動終了直前を反映して

いると仮定するならば， 30watts漸減時においても

乳酸は， LAのピークイl宣4.59土0.75mmol!eと2.99土
0.66mmol! eの差として約1.5mmo!le程度の減少を
示していたことになる。しかし，この1.5mmo!leは
同様の推測で求めた20watts漸減時の LAのピーク

値4.98土0.74mmol/eと運動終了後の回復待5分自
の LA値2.87:f::0.72mmol!eとの差，つまり約 2
mmoll eおよび、10watts漸減時の LAのピーク値6.29
:f:: 1.41mmol/ eと運動終了後の回復時 5分思の LA
値1.84土0.29mmol/eとの差，つまり約4.5mmolle 
と比較すると明らかにその減少分は少ない。した

がって，これらのことから30w抗ts漸減時のVOzex-

cessはLAとの陪に相関関係が認められず，運動時

の酸素負債の返却には乳酸も関与しているものの主

に非乳酸性負債によっていたと考えられよう。

これに対して10watts漸減時では， LAが低下し

ていることから，運動時に乳酸性負債が返却されて

いると考えられる。実際， lOwatts i斬減時における

VOzexcessとLAとの関係においては有意な相関関

係が認められた。

運動時には乳酸性負債に加えて非乳酸性負債も生

じていると考えられるが，もし10watts漸減時にお

いて非乳酸性負債も返却されていたならば，その分

だけV02巴xcessは増えることが予測される。しか

し， 10watts 漸減時のV02excessは回帰直線から求

めた同ーの LA上で比較するとすると20watts漸減

時より少なかった。また， 30watts 漸減時ではV02

excessとムLAとの関係が有意ではないため，その

まま適用することはできないと考えるが，この時の

V02excessを図4から判断すると少なく見積もって

も約500me程度あり， 10¥¥叫 tsjl新減時のVOzexcess

よりも多いといえよう。したがって， 10watts 漸減

時のVOzexcessは他の運動時よりも少なかったと考

えられよう。これは漸減時間が長いため単位時間当

たりの量で、は10watts漸減時における非乳酸性負債

の返却が少なくなったためにす02excessが減少した

のであろう。

このように，非乳酸性負債と乳酸性負債の面から

漸減負荷運動時におけるVOzexcessを検討してきた

が， 30watts i!斬減時の乳酸性負債が10wattsi新滅時

のそれより少ないことから， 30watts漸減時におけ

るVOzexcessには非乳酸性負債以外の要因も検討し

なければならないと考える。 Hansenet al. (1988) 

は，負荷漸増量の異なる三穏類のi斬増負荷運動を行

わせ，その時のV02動態を比較している。その結

果，負荷i新増量が高い時のVOzは同一の負荷量で比

較して漸増量の緩やかな待のVOzよりも低い値を示

すことを報告している。これは，漸増量が高いとエ

ネルギー供給系が無酸素的に動員される割合が大き

くなり，酸素負債が増加し，その結果V02が低くな

るのではないかと推測している。また，1斬増量が急

激であるためにV02の応答が遅延していた可能性も

考えられよう。本研究のように漸減量を変化させた

ときの報告は見当たらないが，Hansen et al. (1988) 

の報告と考え併せると， 30watts i斬滅時では漸減量

が急激なためにV02の応答が遅延していた可能性も

考えられる。したがって，30watts漸減時における

V02excessの成因には，非乳酸性負債，乳酸性負債

に加えてV02応答の遅延の可能性も考えられる。
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また， 10watts i!新減時のVOzが高負荷時に高かっ

たのは，次のように考えられる。すなわち，本実験

で用いた漸減負荷造動は，AT
I7
}以上の負荷から運

動を開始しているので，三種類全ての運動において

乳酸はその運動初期から生成されていると考えられ

る。特に 10wattsi斬滅時においては，漸減量が

lOwatts/ minとゆっくりなため運動初期では相対的

に高い負荷強度での運動が続くことになるので，乳

酸の生成が多くなりそのために LAが30watts漸減

時より高くなったと考えられる。さらに LAが高け

ればその分除去量も増加することが考えられるの

で， 10watts漸i成時の高負荷時では， VOzexcessも

多かったものと考えられよう。

これに対して低負荷時では，特に AT
I7
}以下では

乳酸の生成は少ないと考えられる。特に10watts漸

減時の後半においては低い負荷強度の運動が長く続

くことになるので，負債の返却が増えその結果LA

が減少する。このために10wattsii新滅時のVOzが30

および20watts漸減時の値より低くなったと考えら

れよう。

以上のことから，漸減負荷運動の漸滅量が低下し

てくるほどVOz自民ssは乳酸に強く関係してくるこ

とが明らかになった。また，このことから運動時の

乳酸蓄積量と過剰酸素摂取量の関係を検討する場合

には，低いi新減量のi新滅負荷運動を用いることが適

切であることが示唆された。

v.まとめ
本研究の日的は， i新減量の低下の羨巽がi新減負荷

運動時の LAおよび過剰酸素摂取量 (VOzexcess)

にいかなる影響をおよぼすかを検討することであ

る。健常な成人大学生l名および大学院生5名の計

6名を対象として，漸増負荷運動および漸減量の異

なる三種類の漸減負荷運動を行った。漸減負荷運動

は， i!新増負荷運動時の酸素摂取量の最大値の90%に

相当する負荷強度から開始し，それぞれ毎分

30watts， 20wattsおよぴlOwattsずつ漸減させ O

wattまで運動を行った。その結果の概略と結論は

以下の通りである。

(1) 30watts 漸減時の LAは，運動中ほほ同様な値

を示した。一方， 20および、lOwatts漸減時の

LAは待問の経過と共に低下する傾向にあった。

(2)高負荷時におけるVOzは10watts漸減待の値が

30および20watts漸減時の値より有意に大きい

イ直を示したが，低負荷時では有意に小さい値を

示した。

(3)漸増負荷透動時と漸減負荷運動時とのVOzとの

差で求めたVOzexcessは， 30watts i新滅時では

ムLAとの簡に有意な相関関係が認められな

かった (r= 0.159， n.s.)。一方， 20および

lOwatts i'新i成時ではムLAとの間に有意な相関

関係が認められた (20watts ; r=0.492， p 

<0.05， lOwatts; r=0.731， p<O.OOl)。

(4)以上の結果から，漸減負荷運動のi新減量が低下

してくるほと守VOzexcessは乳酸蓄積量の変化と

強く関係してくると考えられた。
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